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一　
は
じ
め
に

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
は
、
鎌
倉
初
期
に
高
山
寺

の
明
恵
を
中
心
と
し
た
華
厳
教
学
集
団
に
お
い
て
、
呉
音
字
音
直
読
さ
れ
た

韓柳帖］韓ばつの稿孵抑］狂雑赫仰掛つ韻‐こ弾獅材鱒弾抑中『い韓婚中い、

い
て
、

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
漢
字
音
を
、
日
本

漢
字
音
の
歴
史
的
変
化
の
中
に
位
置
付
け
る
作
業
の

一
つ
と
し
て
、
差
声
さ

れ
た
声
点
を
整
理
す
る
こ
≧
に
よ
つ
て
声
調
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

本
孜
で
は
、
実
際
の
経
典
読
誦
の
際
の
声
調
と
、
単
字
の
声
調
の
ず
れ
と

い
う
観
点
か
ら
考
察
を
行
な

つ
た
。
個
々
の
漢
字
の
単
字
呉
音
声
調
が
、
平

・
上

・
去

。
入
の
い
ず
れ
で
あ
つ
た
か
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ

こ
で
は

一
つ
の
比
較
の
対
象
と
し
て

「保
延
本
法
華
経
単
字
」

（以
下

「法

華
経
単
字
」
と
略
称
す
る
）
の
反
切
に
よ
つ
て
把
握
さ
れ
る
声
調
を
用
い
る

こ
と
と
す
る
。

な
お
、
本
資
料
の
加
点
字
に
は
若
干
の
漢
音
読
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「法
華
経
単
字
」
と
の
比
較
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
漢
音
読
字
は
除
い
た
。

「法
華
経
単
字
」
に
見
ら
れ
る
呉
音
声
調
が
本
文
献
に
も
そ
の
ま
ま
伝
承
さ

れ
て
い
れ
ば
、

〈表
１
〉
上

「法
華
経
単
字
」
と
本
文
献
と
で
対
応
す
る
声

調
の
箇
所
に
の
み
用
例
が
出
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
対

応
の
ず
れ
た
箇
所
に
も
用
例
が
出
現
す
る
。
本
孜
は
、
こ
の
よ
う
な
用
例
を

分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
文
献
の
漢
字
声
調
の
姿
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一　
去
声
字
の
上
声
化

へ
岬
陀
勝
螂
郷
麟
崎
鞠

．ヽ
坤
醐
打
叫
勇
ギ
僻
舛
妨
潮
紗
脚
紳
編
ヴ
膨
徹
彰
卦

の
現
象
は
、
次
の
二
つ
の
現
象
に
分
け
ら
れ
る
。　
一
つ
は
、
単
字
と
し
て
の

一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
曲
調
ア
ク
セ
ン
ト

（
一
音
節

の
中
で
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
）
を
避
け
る
た
め
と
さ
れ
る
。
も
う

一
つ
は
、

土
声
宇

。
去
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中

低
型
ア
ク
セ
ン
ト

（
一
語
の
中
で
ア
ク
セ
ン
ト
が

一
度
下
が

つ
て
再
度
上
が

る
こ
と
）
を
避
け
る
た
め
と
さ
れ
る
。
ま
ず
、
本
文
献
に
お
い
て
こ
の
二
つ

の
現
象
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
に
つ
い
て
見
る
。

「法
華
経
単
字
」
去
声
宇
で
本
文
献
に
差
声
例
の
あ
る
字
に
つ
い
て
、
音

節
数
に
よ
つ
て
区
別
す
る
と

〈表
２
）
の
よ
う
に
な
る

（平
声
点
が
差
声
さ

れ
た
例
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
を
加
え
る
）
。

一
音
節
字

一
音
節
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
去
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
の
は
、　
一
例

の
み
で
あ
る

（
「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字
を
含
め
て
）
。
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（表

１
）

（表
中
の
数
値
は
、
上
段
が
異
な
り
字
数

・
下
段
が
延
べ
字
数
）

〈表
２
）

耶
　
未
塁
と
マ
耶
十
墓
き
ヤ
令
邦
」
フ
見
消
チ
訂
正
）
Ｓ
馬
『
　
．

（以
下
の
用
例
表
示
に
お
い
て
末
尾
の
数
字
は
、
巻
次

。
行
数
で
あ
る
。
ま

た
、
＊
を
附
し
た
も
の
は
参
考
例
で
あ
る
）

漢
字
に
対
す
る
見
消
チ
訂
正
が
、
漢
字
に
ま
で
及
ば
な
か
つ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
音
節
字

二
音
節
字
の
多
く
は
、
去
声
が
差
声
さ
れ
て
い
る
。
上
声
が
差
声

さ
れ
て
い
る
例
の
多
く
は
、
前
接
字
が
上
声
か
去
声
で
あ
る
。
前
接

字
が
上
声
か
去
声
で
あ
っ
て
、
二
音
節
字
に
去
声
点
が
差
声
さ
れ
て

い
る
例
は
、
次
の

一
例
で
あ
る
。

ェ政
　
桂
野
上
）ヰ
４
４
去
濁
）サ
イ

早い
。ド『
∞

ち
な
み
に
、

「法
幸
経
単
字
」
非
掲
出
字
で
、
前
接
字
が
上
声
か
去

声
で
あ
つ
て
三
音
節
字
に
去
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
諸

例
で
あ
る
。

＊

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
宇

奔
　
死
卒
ラ
屍
全
ラ
奔
奎
系
ン
逐
久
チ
ク
厳
卒
デ
ン
病
曇
ア
ン
ぶ
ｏ

ド
∞
ド

掻
州
　
歯
皆
上
）
コ
掻
饗
去
）ケ
ウ

ω
∞
・
Ｐｏ
ｏ

嘆

　

蜜

（薄
墨
朱
上
リ

カ
ム
映

（洋
塁
朱
と

エ
イ
徹

森

墨
朱
ゐ

テ
ツ

ω
∵

ω
ｏ

一麗
　
精
套
ラ
ヤ
上
麗
曇
ラ
イ
筈
～
ｏ

肝
　
腸
雲
）チ
ヤ
ウ
腎
曇
ラ
ン
肝
雲
）カ
ン
肺
李
Ｘ
イ
Ю
ギ
］
ω
ω

腎
　
腸
会
ア
ヤ
ウ
腎
会
ラ
ン
肝
套
）カ
ン
肺
卒
天
イ
∞
ギ
］
ω
ω

「虚
矯
」

「精
麗
」
が
語
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
か
否
か
は

不
明
で
あ
る
。

「死
屍
奔
逐
癒
病
」
は

「死
屍
」

「奔
逐
」
で
語
の
ま
と
ま

り
と
考
え
ら
れ
る
。

「窒
嘆
徹
」
は

「嘆
徹
」
に
対
し
て
加
点
し
た
例
が
他

に
二
例
あ
る
。

「腸
腎
肝
肺
」
は

一
字
ご
と
に

一
語
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
多
く
は
、
当
該
字
の
前
に
語

の
切
れ
目
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「法
華
経
単
宇
」
去
声
二
音
節
字
に
対
す
る
本
文
献
の
去
声
点

・
上
声
点

差
声
例
の
分
布
を
見
る
と
、
本
文
献
の
加
点
者
は
、
殆
ど
の
場
合
、
加
点
さ

れ
た
漢
字
を
何
文
字
か
の
ま
と
ま
り
で

（場
合
に
よ
つ
て
は

一
字
で
）
、
日

本
語
と
し
て
の
話
と
捉
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
献

の
字
音
直
読
が
、
中
国
語
を
指
向
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
の
範
囲
内

で
の
営
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

去
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要
主
　

要
音
洋
墨
朱
上
濁
）
カ
ム
随
拌
薄
塁
朱
去
）
エ
イ
衛
で
薄
墨
朱
入
）
テ
ツ
　
ω
∞
・
∞
Φ

＊
斐
汗
塁
去
獨
）カ
ム
岩
μ
テ
ツ　
Ｎ
『
・ぶ
ヽ

感
一
　
成
甘
墨
上
尚
込
シ
ヤ
ウ
怖
∵
塁
上
）キ
ヤ
ふ
ｍ
・］
］

去
声
点
差
声
例
か
、
上
声

・
去
声
宇
に
下
接
十
る
上
声
点
差
声
例
の
あ
る

字
で
、
語
頭

（
一
字
の
み
の
加
点
を
含
む
）
お
よ
び
平
声

・
入
声
字
に
下
接

す
る
二
音
節
字
に
上
声
点
の
差
声
さ
れ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
も
の
は
、
何
等

か
の
日
本
語
と
し
て
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
反
映
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
以
外
の
、
上
声
点
差
声
例
し
か
見
ら
れ
な
い
字
が
、
単
字
で
二

音
節
上
声
字
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

日
本
漢
字
音
に
お
け
る
誤
音
の
声
調
体
系
は
平

・
去

・
入
の
三
声
体
系
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
単
字
で
二
音
節
上
声
字
が
認
め
ら
れ
て
い
た

と
ず
れ
ば
、
平

。
去

・
入
と
い
う
三
声
体
系
か
ら
平

。
上

・
去

・
入
の
四
声

体
系
に
、
呉
音
の
声
調
体
系
自
体
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

理
由
は
、
別
途
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
単
字
の
声
調
と
し
て
二
音
節
上
声
字
を
認
め
な
い
時
期
の
漢
語
ア

ク
セ
ン
ト
か
ら
の
変
化
と
し
て
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
漢

語
の
基
本
形
と
考
え
ら
れ
る
三
字
漢
語
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
な
か

っ
た
、
語
頭
あ
る
い
は
低
音
節
の
後
に
高
音
節
が
二
音
節
連
続
す
る
ア
ク
セ

ン
ト
型
が
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
用
例
に
は
、
墨
声
点
差
声
字
が
多
く
見
ら
れ

る
。
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
文
献
の
加
点
字
の
内
、
朱
声
点
差
声

字
の
ほ
と
ん
ど
は
高
山
寺
所
蔵
の

「新
訳
華
厳
経
音
義
」
を
直
接
に
参
照
し

つ
つ
加
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
墨
声
点
差
声
字
の

ほ
と
ん
ど
は

「新
訳
華
厳
経
音
義
」
に
現
れ
ず
、
ま
た
奥
書
な
ど
の
徴
証
よ

り
寛
元

（
一
二
四
三
～

一
二
四
七
）
か
ら
正
安

（
一
二
九
九
～

一
三
〇
三
）

に
高
山
寺
に
お
い
て
加
点
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
墨
声
点
差
声
字
が

別
の
音
義
を
参
照
し
つ
つ
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は

「新
訳
華
厳
経
音
義
」
の
よ
う
な
音
義
に

依
ら
な
い
漢
字
の
声
調
認
識
が
現
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
去
声
字
の
平
声
点
差
声

（表
１

，
２
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

「法
華
経
単
字
」
去
声
字
で
本
文

献
で
平
声
点
が
差
声
さ
れ
た
用
例
が
存
在
す
る
。

「法
華
経
単
字
」
と
本
文
献
と
で
個

々
の
漢
字
の
声
調
認
識
に
異
な
り
が
あ

っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

「延

・
叢

・
連

・
泉

・
打

・
営

・
蜜

・
践

・
難
」
の
諸
字
は
、
本
文
献
で
複
数
の
用
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
平
声
点
が

差
声
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
少
数
な
が
ら
、
本
文
献
に
お
い
て
平
声
以
外
の
声
点
が
差
声
さ
れ

た
用
例
も
見
ら
れ
る
字
が
あ
る
。

一
音
節
字

蒲
　
紺
雲
ゴ
ム
蒲
＊
（Ｉ
（英
字

二
重
書
）
島
と
ぶ

＊
蒲
曇
上
系

Ｓ
・沼

＊
詞
力
理
り
蒲
塁
と
ホ
ヽ
甲
ω
ω

叉

　

棲

¢

形

博

久

軽
Ｄ

ハ
ク
叉

季

ジ

ヤ

∞
。
無

棲

盆

形

博

欠

軽
迎

ハ
ク
叉

卒

チ

ヤ

ω
ヽ

μ

叉
卒
ラ
ヤ
迦
工
万

ω
ヽ
「

＊
斑
砿
（上
）シ
ヤ
楚
我
／
反
『
ｏ
・ωｏ
ｏ

た
ぃ
　
た
そ
平
）
ハ
達
∬
平
）タ
ウ
　
μ∞
・∞
ω
∞

＊

盛
聟
墨
上
）
ウ
荘
吟
塁
上
）
今
隣
で
塁
入
濁
）
ハ
ツ
免
々
墨
上
）
夕

、
い
。
ω
∞

流

　

迅

卒

ラ

ン
流

卒

万

岸
・
Ｓ

ω

＊
砧取
（上
▼
イ
滞
�
上
）ル　
μ］
・ω
い］

＊
弾加
（去
）タ
ン
滞
畔
上
）ル
曇娩
（平
）キ
ヤ
タ
本
イ
去
）ホ
ン
　
ドω
ｏ中
∞ト

ニ
音
節
字

結
ぃ
　
諺
で
去
濁
）カ
イ
結
そ
平
）レ
ン
『ω
ｏ心
ω∞

＊
危
管
去
）レ
ン
ω↓
∞『ふ

難
　
顛
套
万
ン
難
卒
手
ン
不
エ
ラ
憚
卒
ア
ン
０
？
ざ

＊
難
（き
測
欠
ラ
キ
｝
Ｓ
ｏ
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＊
雛
押
去
乱
側
（入
）ヽツ
キ
ω
占
ωω

宴

　

宴

卒

〓

ム
黙

貝

系

ク

８

占

協

＊
宴
套
エ
ン
△
寝
卒
ラ
ム

示
ぁ
岳

狼

　

佳
【
雲

形

ク
然

全

軍

ン
烏

呈

）
ウ
鷲

卒

リ

シ

ユ
材

♀

手

イ
狼

卒

ア

ウ

ω
？

駕

∞

＊
狐
三
百
狼
エ
ア
ウ
埓
誌
ざ

一坑
　
珍
γ（去
）チ
ン
玩
（平
濁
）ク
ワ
ン
∞
ヽ
・∞
ヽ
ト

＊
玩
＊
雲
０
ク
ワ
ン
味
卒
て

含
玩
」
フ
見
消
チ
訂
正
）
あ
と
島

「叉
」
の
用
例
中
、
反
切
注
記
の
あ
る
用
例
の
反
切
下
宇

「我
」
は
、

「法
華
経
単
字
」
で
は
平
声
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
献
で
反
切
注
記
が
あ

り
、
反
切
下
字
が

「我
」
で
あ
る
漢
宇
に
差
声
さ
れ
た
声
点
は
、
す
べ
て
上

声
点
で
あ
る
。
な
お
、

「宴
」
の
用
例

「宴
黙
」
の

「黙
」
字
の
字
音
仮
名

表
記

（漢
音
形
は
ボ
ク
）
か
ら
、
こ
の
語
は
漢
音
読
漢
語
で
あ

っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
た

「叉
」
を
含
め

一
音
節
字
に
上
声
点
が
差
声
さ
れ
て

い
る
諸
字
は
、　
一
音
飾
去
声
字
が
曲
調
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
に
上
声

化
し
、
そ
れ
が
更
に
平
声
化
す
る
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
二
音
節
字
に
つ
い
て
も
、
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
の
上
声

化
以
外
に
平
声
化
す
る
場
合
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
平
声
字
の
上
声
点

・
去
声
点
差
声

「法
華
経
単
宇
」
で
平
声
字
で
あ
り
、
本
文
献
で
上
声

・
去
声
点
の
差
声

さ
れ
て
い
る
字
を
音
節
数
に
よ

っ
て
分
け
る
と

〈表
３
〉
の
よ
う
に
な
る
。

上
声
点
差
声
例

一
音
節
字

上
声
点
差
声
例
の
多
く
が
、　
一
音
節
字
で
あ
る
。

「法
華
経
単
字
」
と
本

文
献
と
で
個
々
の
漢
字
の
声
調
認
識
に
異
な
り
が
あ

っ
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。

「滋

・
鳩

・
摩

。
櫂

・
映

・
歩

」
の
諸
字
は
、
本
文
献
で
複
数

〈表
３
〉

の
用
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
上
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
上
声
点
以
外
に
平
声
点
差
声
例
の
見
ら
れ
る
字
が
二
字
あ
る
。

阿
中
　
阿
μ
上
）ア
塚
聟
入
）カ
ツ
　
〕
∞
・∞
い
μ

＊
阿
△
早
デ
蘭
△
（き
ラ
ン
若
△
卒
〓
ヤ

∵
冨

膚
　
皮
掌
ビ
膚
こ

フ
ぎ
・怒
い

潤
Ｔ
塁
平
ご
一
ン
埋
戸
墨
八
濁
）
タ
ク
貯
そ
墨
平
）
ヒ
歯
賀
墨
上
）
フ
知
伴
墨
入
）
＊

ナ

ン
＊
亜
余
墨
平
）

′

ナ
ス
擦
消
教
）
Ы
馬
駕

連
♀
ラ
ン
膚
こ

フ
誤
・謡
ト

＊
積
抒
平
）レ
ン
と
舞
平
）フ
Ｎ
『
・∞

先
に
見
た

一
音
節
去
声
字
の
平
声
化
例
と
合
せ
て
考
え
る
と
、
曲
調
ア
ク

セ
ン
ト
を
避
け
る
た
め
に
上
声
化
し
た

一
音
節
字
と
平
声
の

一
音
節
字
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
平
声
化

・
上
声
化
す
る
こ
と
が
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

「連
庸
」
に
平
声
点
が
差
声
さ
れ
た
例
と
上
声
点
が
差
声
さ
れ
た

例
と
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
現
象
に
ゆ
れ
の
あ

っ
た
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。

「皮
膚
」
が
三
例
と
も
上
声
点
の
差
声
で
あ
る
こ
と

（な
ぜ
上
声
な

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
）
を
踏
ま
え
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
臨
時

一
語
的
な
漢
語
と
し
て
は

「連
膚
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
Ｏ
Ｏ
Ｏ

で
あ
る
が
、
熟
合
度
の
高
い

「皮
膚
」
と
の
類
推
か
ら
、　
一
語
意
識
を
持
つ

と
、
ア
ク
セ
ン
ト
も

「皮
膚
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
①
Ｏ
の
影
響
を
受
け
て
〇
〇

平

銘2音節 1音節

上

去
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０
に
変
化
す
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

先
に
見
た
去
声

一
音
節
字
の
平
声
点
差
声
と
、
平
声

一
音
節
字
の
上
声
点

差
声
と
を
比
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。

「法
幸
経
単
宇
」
去

声

一
音
節
字
は
、
実
際
の
読
誦
で
は
、
上
声
の
調
値
で
現
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
字
が
平
声
化
す
る
の
は
、

「法
華
経
単
字
」
平
声

一
音
節
字
が
上
声
化
す

る
の
と
裏
腹
の
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
用
例
数
に
は
大
き
な
偏
り

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
献
の
加
点
者
の
声
調
認
識
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ

の
現
象
が
次
の
よ
う
に
区
別
し
て
提
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

去
声

一
音
節
字
が
実
際
の
読
誦
に
お
い
て
上
声
化
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
声

調
変
化
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
が
更
に
平
声
化
す
る
こ
と
は
、
単
字
声

調
か
ら
見
れ
ば
、
二
段
階
目
の
声
調
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
声

一
音
節
字
が
上
声
化
す
る
の
は
、
声
調
変
化
≧
し
て
は

一
段
階
目
の
声
調
変

化
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
単
字
声
調
か
ら
の
声
調
変
化
と
し
て
の
隔
た
り

の
差
が
用
例
数
の
多
寡
に
現
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
音
節
字

二
音
節
字
は
次
の
例
が
す
べ
て
で
あ
る
。

閣
中
　
閣
野
墨
上
二
場
（墨
上
）ヤ
ウ
∞
ω
・∞
ぶ
い

＊
聞
野
墨
去
）セ
ン　
ト
・∞
Ｐ

＊
間
聟
去
）セ
ン
∞
と
ω
ヽ

＊

閣
聟
塁
朱
去
）
セ
ン
閉
々
墨
朱
上
▼

ヤヽ
ウ

ω
・
卜
∞
ｏ

＊
閣
野
墨
去
）セ
ム
　
ω
］
．∞
〇
ト

＊
閣
軍
平
誓
ン
∞
亀
含

＊
訂弥
（上
濁
）ク
間
々
平
）セ
ン
∞
ｏＮ
『
ω

＊

閣

（平
誓

ン

∞
ぁ

ト

＊
閣
聟
平
）セ
ン
μ甲
ω
］
Ｏ

＊
聞
々
去
）カ
イ
簡
聟
平
）セ
ン　
い
ミ
・ω
］
ω

一阜
　
編
Ｔ
去
）
へ
上
卓
八
上
）サ
ク
ω
ぶ
・∞
〇
］

士」
（去
）
マ
ウ
首
て
上
）サ
ウ

トω
・ωΦ
∞

誦
山
　
面
ィ
塁
上
み
リ
ヤ
ウ
膝
管
墨
入
）ン
ツ
（士戸
〓尽
第
ひ
　
ω
ｏ
・ω
∞

勝
外
　
熟
聟
上
）キ
棒
ぐ
上
濁
）ケ
ム
　
ｍ
∞
・〕
〇
〇

＊
嫌
△
（き
ケ
ム
怪
＊
（モ
ク
ス
擦
消
ノ
上
）
ミ
占
照

＊
勝
斧
芸
）ク
と
恨
（上
）ロ
ン
い
ギ
ω
『

酪
熙
　
骨
賀
入
）
コ
ツ
第
畔
上
濁
）ス
イ
い
い
。μ『

酪
畔
上
濁
）ス
イ
　
ω卜
・ωヽ
ト

骨
買
入
）
コ
ツ
帯
舛
上
濁
）
ス
イ

］
い
。
Ｎ
ω
い

「聞
」
に
は
、
平
声

・
上
声

・
去
声
点
差
声
例
が
す
べ
て
見
ら
れ
る
。
こ

の
内
、
去
声
点

・
上
声
点
差
声
例
の
多
く
が
墨
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
字
の
単
字
の
声
調
は
加
点
者
の
認
識
に
お
い
て
平
声
で
あ

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
字
に
上
声
の
差
声
が
現
れ
る
の
は
、
去
声
化
を
経
由
し

て
の
こ
と
≧
考
え
ら
れ
る
。

「草
」
の
二
例
は
、
上
接
字
去
声
で
あ
る
。
単
字
で
平
声
で
あ

っ
た
も
の

が
、
去
声
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
漢
語
≧
し
て
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
り
、

更
に
上
声
化
し
た
可
能
性
は
高
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

「嫌
」
に
つ
い
て
も
同

様
の
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
二
宇
は
加
点
者
に
と
つ
て
は
単
宇
で
去
声
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

「雨
」
は
語
頭
字
で
あ
る
が
、
墨

声
点
で
あ
る
の
で
加
点
の
質
に
問
題
が
あ
る
。

「髄
」
は
上
接
宇
入
声
が
三

例
、　
一
字
の
差
声
が

一
例
で
あ
る
。
こ
の
漢
字
は
広
韻
で
上
声
で
あ
り
、

「髄
」
あ
る
い
は

「骨
髄
」
が
漢
音
読
語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
語
は
日
常
漢
語
と
し
て

一
語
意
識
を
強
く
持

た
れ
て
い
た
語
と
し
て
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
現
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

スタ
。こ

れ
ら
の
こ
と
と
、
用
例
が
少
な
い
こ
と
と
合
せ
て
考
え
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
平
声
二
音
節
字
が
上
声
化
す
る
た
め
に
は
、
去

声
化
の
過
程
を
経
る
必
要
が
あ
る
。
声
調
変
化
と
し
て
は
二
段
階
を
経
る
こ

と
に
な
り
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
変
化
の
結
果
上
声
化
す
る
こ
と
は
少
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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去
声
点
差
声
例

す
べ
て
二
音
節
字
で
あ
る
。

「法
華
経
単
宇
」
と
本
文
献
と
で
個
々
の
漢

字
の
声
調
認
識
に
異
な
り
が
あ
つ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

「聰

・
陛

・
纏
」

の
諸
字
は
、
本
文
献
で
複
数
の
用
例
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
去
声
点
が

差
声
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
去
声
以
外
の
声
点
の
差
声
の
見
ら

れ
る
も
の
と
し
て
、
前
で
取
り
上
げ
た
上
声
点
差
声
例
の
見
ら
れ
る

「閥
」

「嫌
」
と
、
次
の

「味
」
の
例
が
あ
る
。

味
　
差
家
（墨
平
）モ
ウ
牒
ぞ
塁
去
）
マ
イ
］
『
・『
〇

味

　

味

卒

）相

雲

手

ウ

愁

誌
毬

「味
」
の
平
声
点
差
声
例
は
塁
点
で
あ
る
。

前
で
見
た
上
声
点
差
声
例
に
比
べ
て
用
例
数
が
多
い
の
は
、
声
調
変
化
と

し
て

一
段
階
目
の
変
化
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

五
　
入
声
に
関
わ
る
差
声

入
声
字
に
入
声
以
外
の
声
点
が
差
声
さ
れ
た
例
、
お
よ
び

「法
幸
経
単

字
」
に
お
い
て
入
声
以
外
の
声
調
の
漢
字
に
入
声
点
が
差
声
さ
れ
た
例
に
つ

い
て
見
る
。

「法
華
経
単
字
」
入
声

「法
華
経
単
宇
」
で
入
声
字
で
本
文
献
で
入
声
点
以
外
の
声
点
が
差
声
さ
れ

て
い
る
の
は
次
の
諸
例
で
あ
る
。

平
声
点
差
声
例

或
　
或
幸
）穀
δ

テ

８
・認
ｏ

「或
」
は
な
ぜ
平
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
の
か
、
理
由
が
定
か
で
な
い
。

用
例
は
こ
の

一
例
の
み
で
あ
る
。
字
音
の
仮
名
加
点
が
な
い
こ
と
か
ら
、
声

点
と
し
て
差
声
さ
れ
た
も
の
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

上
声
点
差
声
例

， 第

　

扶
灯
墨
上
）
住
盤
奸
塁
上
）
ラ
廠
そ
墨
上
）
マ
砂
々
塁
上
濁
）
夕

ふ
ω
・
Φ
ω

藉

藉
こ

シ
ヤ
此
α

△
シ
鍔
・ｏ
ドａ

末
　
苫
♀
誓
ム
末
盆
▼
羅
宝
デ

ω
誌
竃

遊
市
　
落
イ
堅
上
濁
）ハ
陣
ぞ
墨
去
）テ
イ
ヽ
い
・］ぶ

い
ず
れ
も
、
梵
語
音
訳
語
の
例
で
あ

っ
て
、
韻
尾
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
声
点
が
避
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「法
華
経
単
字
」
平
声

「法
華
経
単
字
」
で
平
声
字
で
本
文
献
で
入
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
も

の
は
次
の

一
例
で
あ
る
。

細
中
　

潤
聟
墨
平
〓
一
ン
遅
ィ
墨
入
濁
）
タ
ク
貯
資
墨
平
）
ヒ
歯
打
墨
上
）
フ
知
弊
墨
入
）
半

ナ

ン
＊
亜
倉
墨
平
）

ナ
ス
擦
消
教
）
Ы
高
瑠

＊
獅
∵
平
）サ
イ
渥
聟
入
）ク
フ
ツ
ヽ
∞
・
Ｆ『
↓

＊
細
墓
占
セ
イ
占
ふ
ド

「細
」
は
墨
点
で
あ
り
、
字
音

の
加
点
自
体
に
も
疑
問
が
あ
る
。

「法
華
経
単
字
」
去
声

「法
華
経
単
宇
」
で
去
声
字
で
本
文
献
で
入
声
が
差
声
さ
て
い
る
の
は
次

の
二
例
で
あ
る
。

門
中
　
田
ｒ
墨
入
革
敵
（墨
平
）
ベ
イ
ヽ
。
Ｐ『
∞

＊
田
ｒ
平
）モ
ン
閣
聟
八
濁
）タ
ツ
］
］
・卜
ｏ

＊

門

緑

墨
朱
モ

閣

森

墨
朱
ゐ

タ
ツ

器

占
∞

＊
門
ｒ
平
話
回
（去
）
コ
ン　
〇
∞
・６
０

隣
啄
　
淋
韓
（平
）タ
イ
れ
オ
平
）サ
タ
隣
そ
入
）リ
ヨ
ウ
蒼
耳
入
濁
）タ
ツ
左
で
去
）カ
ン
妊
ｒ
上
）イ
ム
．

（擦
消
ノ
上

。
「ム
」
ハ
「
ン
と
一重
書
）
聟
ふ
ｍ

「門
」
は
墨
点
で
あ
る
。
入
声
点
の
差
声
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

「陵
」
は
唇
内
入
声
と
誤
解
し
て
の
差
声
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
文
献

で

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字
を
含
め
て
唇
内
入
声
字
で
韻
尾
表
記
が

「～

ウ
」
で
入
声
点
が
差
声
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
諸
例
で
あ
る
。

膝ヽ
　
株
△
贔

・う

ざ
。Ｓ

萱
（
　
曇
聟
墨
上
）＊
芭
で
墨
入
）
エ
ウ
（士戸
古
曾
状
）
ωｏ
・ω
ω

濃
ぃ　
基
倉
平
濁
）ケ
ウ
炸
々
八
）ホ
ウ
基
倉
平
濁
）ケ
ウ
差
々
平
濁
）キ
い∞
・ド『
ト

治

　

盈

曇

▼

ウ
治

貢

濁
）
カ
ウ

毬

・
遥

μ
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ま
た
、
本
文
献
で

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字
を
含
め
て
唇
内
入
声
字
で

韻
尾
表
記
が

「～
ウ
」
で
入
声
以
外
の
声
点
が
差
声
さ
れ
た
例
は
見
ら
れ
な

い
。

一〈
　
軽
声
点
差
声
例
に
つ
い
て

本
文
献
に
は
、
仮
名
音
形
か
ら
呉
音
読

（明
ら
か
に
漢
音
と
認
定
で
き
な

い
も
の
を
含
む
）
と
考
え
ら
れ
る
字
に
軽
声
点
の
差
声
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
内
、
平
声
軽
声
点
差
声
例
は
四
例
の
み
で
あ
る
。

平
声
軽
点
差
声
例

幌
陶
　
嵯
々
墨
平
軽
）チ
ヤ
ウ
一几
（入
）
コ
ク
姓
裡
去
）カ
イ
］
〕
・
μ中
ω

膵
一
　
展
寓
上
ｒ
二
叱
（平
軽
）夕
Ｎ
］
。
Ｐ∞
∞

桐
町
　
温
猛
（入
）カ
ツ
枷
払
（平
軽
）カ
ウ
∞
卜
・ｏ
ω

貝
　
珂
盆
万
貝
＊
季
軽
Ｄ
ハ
イ
＊
壁
穴
ご
ヤ
ク
（擦
消
ノ
上
）
照
あ
白

平
声
軽
点
差
声
字
は
、
す
べ
て

「法
華
経
単
字
」
掲
出
字
で
あ
る
。
平
声
軽

点
差
声
字
に
つ
い
て
は
、
用
例
も
僅
か
で
あ

っ
て
論
ず
る
こ
と
は
難
し
い
。

入
声
軽
点
差
声
例

一
方
、
入
声
軽
声
点
の
差
声
さ
れ
た
例
は
、

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字

を
含
め
て
次
の
諸
例
で
あ
る
。

幌
腔
　
幌
そ
墨
平
軽
）チ
ヤ
ウ
士几
（入
）
ヨ
ク
継
聟
去
）カ
イ

Ｎ
中
・
μ
〕
ω

膵
　̈
Ｆ
て
上
ｒ
二
叱
（平
軽
）夕
ゃ
］
・Ｐ∞
∞

加
げ
　
颯
猛
（入
）カ
ツ
納
弘
（平
軽
）カ
ウ
ω
卜
・ｏ
∞

貝
　
珂
全
万
貝
＊
卒
軽
迎
ハ
イ
＊
璧
ズ
ビ
ヤ
ク
（擦
消
ノ
上
）
留
占
含

要
一　
要
ィ
入
軽
）シ
ユ
ツ
膵
々
平
）夕
『
ω
・ω
∞
『

去目
　
一百
（入
軽
）イ
ク
ω
・ω
］
ω

浬
け
　
理
て
入
軽
）タ
ク
ト
μ
・滓卜
］

天
　
天
久
警
＊
（声
点
教
）
儲
あ
８

玉
　
螺
盆
ヲ
貝
＊
卒
濁
）＊
ハ
イ
＊
璧
＊
久
軽
Ｏ
＊
ヒ
ヤ
ク
＊
玉
久
軽
つ
ク
ヰ
ヨ
久
擦
消

ノ
上
）
沼
占
馬
〕

軽
一
　

加
灯
薄
墨
朱
平
）
コ
ウ
軽
戸
薄
塁
朱
入
軽
）
キ
ヤ
ク
　
ω
∞
．
］
∞

建
　
頻
卒
ビ
ン
建
△
＊
穴
と
□
Ｃ
璧
」
フ
見
消
チ
訂
正
）
協
あ
８

謝
フ
　
絲
耳
平
）ヒ
勘
々
入
軽
）ロ
ク
ω
］
。∞
〇

谷
　
巌
♀
つ
カ
ム
谷
＊
久
警
コ
ク
（某
字

二
重
書
）
８
蔦
怒

乏

　

匿

墓

朱
晋

ク
キ
乏

塁

朱
入
軽
Ｄ

ホ
ク

溺

と

圏

納
　
喉
卒
ぢ
ク
吻
卒
ラ
ン
吐
ヱ
）卜
納
欠
そ
ナ
フ
抑
久
）ヲ
ク
縦
套
Ｄ
シ
ユ
生
局

（去
）カ
ウ
経
ぞ
平
）テ
イ
　
Ｐ『
，
Ｐ∞

鮪
叫
　

体
で

墨
去
）
ケ
ウ
舘
ィ

墨
入
軽
濁
）
シ
キ

０
・
μ
ぶ
∞

渇
中
　
層
拝
去
濁
）ツ
ウ
綿
そ
入
軽
）キ
フ
　
Ｐ
『
・ｏ

在
す
　
は
で
去
）エ
イ
奮
戸
入
軽
濁
）タ
ツ
　
ド
ド
・Φ
ｍ

一閣
　
赫
で
入
）ク
フ
閉
野
入
軽
）カ
ク
ω
卜
・∞
Ｐ

＊

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字

壁
　
螺
こ

ラ
貝
＊
♀
濁
）＊
ハ
イ
＊
壁
＊
尺
軽
④
＊
ヒ
ヤ
ク
＊
玉
久
軽
迎
ク
キ
ヨ
久
擦
消

ノ
上
）
器
占
亀
］

蛉
一
　
貯
狩
墨
入
軽
）リ
フ
］
卜
・］
μ『

た
ｗ
　
構
堰
（平
）ヨ
ウ
れ
灯
入
軽
）サ
ク
『
『
・
μ『
］

外
勢
　
府
始
平
）と
勢
で
入
軽
）
ロ
ク
］
∞
・］
∞
ω

咽〓
　
上
卒
Ｄ
署
穴
と
カ
ク
ト
甲
ｇ
∞

博
　
棲
工
形
博
穴
軽
つ
ハ
ク
叉
♀
ラ
ヤ
ω
ヽ
Ｐ

博

　

棲

全

万

博

叉

軽
迎

ハ
ク
叉

卒

ラ

ヤ

∞
あ

ヽ

経
¢
　
層
賀
去
濁
）ツ
ウ
那
そ
入
軽
）キ
フ
　
ドω
・Ｏ

」柱
　
一九
（去
濁
）ク
フ
ン
蛉
狩
入
軽
）リ
フ　
］
『
。Ｐ
〕
μ

戟
　
孤
盆
ゴ
矢
霊
ラ
剣
雲
ア
ン
戟
ズ
軽
ｅ
キ
ヤ
ク
超
高
∞

沼
本
氏
は
、
呉
音
入
声
軽
の
出
現
す
る
条
件
と
し
て
、
入
声
字

（入
声

重
）
が
上
声
字
ま
た
は
去
声
宇
に
下
接
す
る
場
合
、
も
し
く
は
、
上
声
字
に

上
接
す
る
物
合
に
出
現
す
る
と
さ
れ
、　
一
種
の
和
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
と
考
え

て
お
ら
れ
る
。

入
声
軽
点
差
声
字
は
、

「法
華
経
単
字
」
非
掲
出
字
を
含
め
て
、
沼
本
氏

が
挙
げ
ら
れ
た
条
件
に
合
致
す
る
用
例
よ
り
、
合
致
し
な
い
用
例
の
方
が
多
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い
。
声
点
差
声
宇
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
平
声

・
入
声
の
軽
声
点
差
声
例
は
ご

く
僅
か
で
あ
り
、
重
の
声
点
の
差
声
位
置
が
ず
れ
た
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
軽
声
の
調
値
と
し
て
見
て
も
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
し

て
不
自
然
な
型
は
見
ら
れ
な
い
。
沼
本
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
条
件
以
外
の
ア
ク

セ
ン
ト
変
化
の
反
映
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

七
　
ま
と
め

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
声
点
差
声
字
を

「保
延

本
法
華
経
単
字
」
の
声
調
と
比
較
し
た
結
果
、　
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化

（曲
調
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
）
お
よ
び
上
声
宇

・
去
声
字
に
下
接
す
る
二

音
節
去
声
字
の
上
声
化

（中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
）
以
外
、
本
文
献

の
呉
音
声
調
は
、
呉
音
単
宇
の
声
調
と
概
ね

一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
本
文
献
の
加
点
が
寛
喜

（鎌
倉
初
期
）
の
時
期
で
あ
る
こ

と
か
ら
見
て
、
自
然
な
姿
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
献
を
経
典
の
呉
音
宇
音
直

読
文
献
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、　
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
お
よ
び
上
声
宇

・

去
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
次
の
よ
う

な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
本
文
献
の
加
点
者
は
、
殆
ど
の
場
合
、
加
点
さ
れ

た
漢
字
を
何
文
字
か
の
ま
と
ま
り
で

（場
合
に
よ
つ
て
は

一
字
で
）
、
日
本

語
と
し
て
の
語
と
捉
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
言
う
語
の
、
日
本
語
と
し
て
の

定
着
度
に
は
幅
が
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
多
く
の
語
は
臨

時

一
語
的
な
も
の
だ

つ
た
で
あ
ろ
う
。
臨
時

一
語
と
し
て
の
単
字
声
調
の
連

続
が
、
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
触
齢
を
来
さ
な
い
限
り
、
そ
の
ま
ま
の
形
で

受
け
入
れ
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、　
一
音
節
去
声

字
の
上
声
化
お
よ
び
上
声
字

・
去
声
字
に
下
接
す
る
二
音
節
去
声
字
の
上
声

化
以
外
に
も
声
調
変
化
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
内
に
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

臨
時

一
語
の
、
辟
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
不
自
然
で
な
い
単
宇
声
調
の

鞭
嚇
島
ガ
綿
挫
豹
臆
鞠
幡
講
い
肺
囃
脳
段
腋
謙
妨
ウ
股
抄
卦
砂
靴
屍
純
ｋ
村

。

文
献
の
加
点
者
が
加
点
さ
れ
た
漢
字
の
ま
と
ま
り
を
語
と
認
識
し
た
と
す
れ

ば
、
和
語
に
生
ず
る
現
象
が
漢
語
に
お
い
て
も
生
ず
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
拙
稿

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
幸
厳
経
を
め
ぐ
つ
て
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
を弟
十
九
輯
　
平
成
八
年
人
月
）

（
２
）
拙
稿

「高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
加
点
字
翻
刻
並
び

に
分
韻
表
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
二
十

一
輯
　
平
成
十
　
年
五
月
）

（３
）
拙
稿

「字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳

華
厳
経
―
漢
音
系
字
音
の
混
入
に
つ
い
て
―
」

（鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第

二
十
二
輯
　
平
成
十
二
年
十
月
）

（
４
）
沼
本
克
明

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』

第

一
部
第
四
章
　
旦
（音
に
於
け
る
和
化
現
象
の
検
討
　
孝弟
一
都
第
五
章

呉
音
の
声
調
体
系
に
就
て

（昭
和
五
十
七
年
二
月
　
武
蔵
野
書
院
）

（５
）
注

（４
）
論
文

（６
）
注

（３
）
論
文

（７
）
注

（４
）
論
文

（８
）
例
え
ば
、
星
（ホ
シ
）
０
０
＋
空

（ノ
ラ
）
Ｏ
Ｏ
は
、
星
空

（ホ
シ
ブ

ラ
）
０
０
●
①
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
○
●
０
●
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
と
が
あ

る
。
０
０
●
０
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
方
が
熟
合
度
の
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
型

と
考
え
ら
れ
る
。

［付
記
］
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
文
献
の
閲
覧

。
調
査
に
関
し
て
、
高
山

寺
小
川
千
恵
御
住
職
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
御
当
局
の
方
々
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
築
島
裕
先
生

。
小
林
芳
規
先
生
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
典
籍



榎木久薫 :高山寺蔵寛喜元年識語本新訳華厳経の漢字声調について

一保延本法華経単字との比較―

文
書
綜
合
調
査
国
の
方

々
に
は
、

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

様
々
の
お
導
き
を
頂
い
た
。
記
し
て
深
謝


